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４
月
か
ら
資
源
化
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
に
市
内
全
域
で
始

ま
っ
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

の
分
別
収
集
は
順
調
に
進
み
、

６
月
ま
で
の
３
か
月
間
で
13
G

が
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
U
に
搬

入
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
燃
え
る
ご
み
の
減
量

と
緑
の
保
全
の
た
め
に
始
ま
っ

た
、
せ
ん
定
枝
の
チ
ッ
プ
化
事

業
で
は
、
６
月
末
ま
で
に
、
せ

ん
定
枝
が
46
・
３
G
処
理
さ

れ
、
肥
料
や
土
壌
回
復
の
た
め

園
芸
農
家
や
果
樹
農
家
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
11
け

た
の
住
民
票
コ
U
ド
は
、
連
続

し
た
番
号
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ

ュ
U
タ
U
に
よ
り
自
動
的
に
付

番
さ
れ
た
番
号
で
す
。
住
民
票

コ
U
ド
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に

ふ
ら
れ
ま
す
が
、
通
知
は
、
世

帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
通
知
に
よ
り
必
要
と

な
る
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
住
民
票
コ
U
ド
は
、
申
請
に

よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

８
月
か
ら
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
U
ク
シ
ス
テ
ム
（
以
下

「
住
基
ネ
ッ
ト
」
）
の
運
用
を

開
始
し
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
各
種
行
政

手
続
き
に
お
け
る
皆
さ
ん
の
負

担
を
軽
減
し
、
サ
U
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
に
、
全
国
の
市

区
町
村
と
都
道
府
県
、
全
国
セ

ン
タ
U
を
専
用
の
通
信
回
線
で

結
ん
だ
、
本
人
確
認
を
効
率
的

に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

８
月
５
日
以
降
、
住
民
票

に
、
新
た
に
住
民
票
コ
U
ド
を

付
し
た
こ
と
を
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

８
月
５
日
か
ら
、
シ
ス
テ
ム

が
一
部
稼
働
し
、
国
の
行
政
機

関
な
ど
へ
の
届
出
や
申
請
に
住

民
票
の
写
し
の
添
付
が
順
次
不

要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
15
年
８
月
か
ら

は
、
住
所
地
以
外
の
市
区
町
村

で
も
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が

受
け
ら
れ
た
り
、
引
っ
越
し
の

際
に
転
出
・
転
入
の
手
続
き
が

簡
素
化
さ
れ
る
ほ
か
、
住
民
基

本
台
帳
カ
U
ド
を
希
望
す
れ

ば
、
身
分
証
明
書
と
し
て
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で

す
。

す
が
、
変
更
後
の
番
号
も
、
自

動
的
に
付
番
さ
れ
た
番
号
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
法
で

は
、
次
の
保
護
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
住
基
ネ
ッ
ト
で
保
有
す
る
本

人
確
認
情
報
は
、
「
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
住
所
、
住
民

票
コ
U
ド
、
こ
れ
ら
の
変
更
情

報
」
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す

②
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
行

う
行
政
機
関
や
利
用
事
務
は
、

法
律
で
具
体
的
に
規
定
さ
れ
、

目
的
外
の
利
用
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す

③
民
間
に
お
け
る
住
民
票
コ
U

ド
の
利
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す④
関
係
職
員
に
対
し
て
秘
密
保

持
を
義
務
づ
け
、
違
反
者
に
は

罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す

※
住
民
票
コ
U
ド
の
通
知
が
８

月
中
に
郵
送
さ
れ
な
い
場
合

は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
課
ò
042
（
３
４

６
）
９
５
２
０

小
平
市
個
人
情
報
保
護
条
例

を
制
定
し
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
適
正
な
管

理
、
利
用
お
よ
び
提
供
の
制
限

な
ど
の
規
定
を
設
け
、
個
人
情

報
の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

と
比
較
し
て
、
２
百
77
G

（
2.4
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
実
施
に
よ
り
、
粗
大
ご
み
の

搬
入
量
が
減
少
し
た
こ
と
と
、

事
業
系
ご
み
の
有
料
化
に
伴
う

自
己
処
理
に
よ
る
減
量
効
果
が

出
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

ま
た
、
二
ツ
塚
廃
棄
物
広
域

処
分
場
へ
の
埋
め
立
て
ご
み
の

搬
入
量
で
す
が
、
平
成
13
年
度

も
搬
入
割
り
当
て
を
大
幅
に
下

回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
小

平
市
は
谷
戸
沢
、
二
ツ
塚
廃
棄

物
広
域
処
分
場
開
場
以
来
、
５

平
成
13
年
度
の
１
年
間
の
ご

み
処
理
量
は
、
４
万
４
千
４
百

22
G
、
前
年
度
と
比
較
し
て
わ

ず
か
で
す
が
６
百
20
G（
1.4
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
資
源
物
は
、

１
万
１
千
２
百
10
G
、
前
年
度

年
連
続
し
て
多
摩
地
区
で
も
上

位
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
と
も
循
環
型

社
会
の
実
現
の
た
め
、
効
率
の

良
い
仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
事
業
に
い

っ
そ
う
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

ò
042
（
３
４
６
）
９
５
３
５

住
基
ネ
ッ
ト
で�

確
認
で
き
ま
す
の
で�

住
民
票
の
写
し
は
不
要
で
す�

住
民
票
の
写
し
を�

忘
れ
て
し
ま
っ
た�

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普

通
徴
収
（
第
２
期
）
の
納

期
限
…
９
月
２
日

◇
国
民
健
康
保
険
税
（
第

２
期
）
の
納
期
限
…
９
月

２
日

※
納
付
は
、
納
期
限
内
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
は
、
便
利
で
納
め

忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

世
界
の
恒
久
平
和
は
、

人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
。

し
か
し
、
核
軍
備
拡
大
競

争
及
び
通
常
兵
器
の
軍
備

拡
大
競
争
は
一
段
と
激
化

し
、
世
界
各
地
で
武
力
紛

争
が
絶
え
間
な
く
続
き
核

戦
争
の
脅
威
が
迫
っ
て
い

る
。我

が
国
は
、
世
界
唯
一

の
核
被
爆
国
で
あ
る
こ
と

に
か
ん
が
み
、
小
平
市
議

会
は
、
す
べ
て
の
国
の
核

兵
器
に
反
対
し
非
核
三
原

則
を
堅
持
し
、
人
類
永
遠

の
平
和
の
た
め
努
力
す
る

こ
と
を
決
意
し
非
核
都
市

を
宣
言
す
る
。

昭
和
58
年
３
月
３
日

小
平
市
議
会

◇
　
　
　
◇

こ
の
宣
言
は
、
昭
和
58

年
３
月
市
議
会
に
お
い
て

議
員
提
案
さ
れ
全
員
一
致

で
決
議
さ
れ
た
も
の
で
す
。

８
月
15
日
は
、「
戦
没
者

を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す

る
日
」
で
す
。
毎
年
日
本

武
道
館
で
は
、
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
当

日
の
正
午
に
は
、
先
の
大

戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
を
追
悼
し
、
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
１
分
間

の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
８
月
６
日
に
は

広
島
市
で
、
８
月
９
日
に

は
長
崎
市
で
、
原
爆
死
没

者
の
霊
を
慰
め
、
世
界
の

恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念

す
る
た
め
式
典
が
行
わ
れ
、

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
８
月
６
日
午
前
８
時
15

分
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
８
月
９
日
午
前
11

時
２
分
に
、
平
和
の
鐘
を

合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う

が
さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
な

ど
で
、
黙
と
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

庶
務
文
書
課
ò

042
（
３
４
６
）
９
５
１
１

８月

サッカーＪ１リーグ・ＦＣ東京の小平グランド(大

沼町二丁目)では、７月26日（金）から夏休みのイベ

ントが行われ、グラウンドには、選手の練習を声援

する子どもたちが、市内から集まっています。練習

日には、選手を近くで見ることができます。ＦＣ東

京をいっしょに応援しませんか。

こだいらの子どもたちが
FC東京の選手を応援
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平

成

13

年

度

ご

み

・

資

源

の

実

　

績

　

報

　

告

住
民
票
コ
ー
ド
と
は

住

基

ネ

ッ

ト

が

稼

働

す

る

と

個

人

情

報

の

保

護

夏
休
み
は

児
童
館
で
遊
ぼ
う

花
小
金
井
南
児
童
館

法律で定める一部の届出などで住
民票の写しが順次不要になります

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と

世
界
恒
久
平
和
祈
念
の
黙
と
う
を


